
を
併
ま
せ
て
く
だ
さ
い
c

以
上
、
お
酒

の
上
手
な
飲
み
方
に

つ
い
て
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
一
番

大
切
な
こ
と
は
「
自
分
の
適
置
を
知

っ
て
、
そ
れ
以
上
は
飲
ま
な
い
よ
、
7

によ
1
?色
L

》、ぃ、
7
、、}、で
4
1
。

昭和61年 1月1日

上田市

(大手一丁日11番16号

位、 書 課

上田⑫4100内線205

田辺印刷

上田市消防団第 8分団(上塩尻・下塩尻・秋和地区)の皆さんによる「はしご乗り」

第 950号

発行

集

話

刷
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電

印

A
U、毎月 1日・ 16日発行

え
。

7 広報

(12月1日現在)

(+ 78) 

(+ 21) 

(+ 57) 

(+ 42) 

市民の動き主な内容

116.758人

56，969人

女 59，789人

世帯数 36，607世帯

)内は前月比です

市長、市議会議長の新年こあいさつ一一一..................2ページ

口

男

人会
b

'
V
市

市民の森スケート士会がオープンしました・・・ ..............3ペ ー ジ

12月定例市議会.............................................4 ・5ペー ジ

お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・..................................6・7ペ ー ジ
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巾
川
山
の
枠
様
、
新
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

制
か
し
い
新
森
を
迎
、
ぇ
、
皆
様
の

御
健
勝
を
心
か
ら
お
祝
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
平
素
市
政
に
対
す
る

御
支
援
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

新

春

を

迎

上

田

市

長

昨
年
を
回
顧
い
た
し
ま
す
と
、
国

際
社
会
に
あ

っ
て
は
、
米
・
ソ
首
脳

会
談
が
聞
か
れ

ρ

不
戦
の
均
一
い
か
に

み
ら
れ
る
東
西
両
陣
営
の
歩
み
寄
り

が
み
ら
れ
た
反
而
、
メ
キ
シ
コ
の
大

地
浪
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
大
噴
火
、
南

ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
暴
動
な
ど
、
極

め
て
多
端
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
国
内
に
お
い
て
は
、
農
産
物
自

新

年

を

迎

上
田
市
議
会
議
長

重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
議
会
の

円
滑
公
正
な
運
営
と
市
政
の
伸
展
に

努
力
を
い
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

新
年
を
迎
え
更
に
心
を
新
た
に
し
て

い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、

内
外
と
も

え

て

広報 う え

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

す
が
す
が
し
い
新
春
を
迎
え
、
市

民
の
皆
様
の
御
多
幸
と
御
健
康
を
心

永

野

裕

由
化
問
題
、
円
高
に
よ
る
輸
出
関
連

企
業
へ
の
影
響
な
ど
、
経
済
情
勢
で

厳
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
た
年
で
あ
り

ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
当
市
に
お
き
ま

し
て
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
百
億
円
を

起
す
市
税
収
入
を
見
込
め
る
な
ど
、

地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
積
極
的

な
市
政
の
展
開
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

え

て

葦

沢

事
故
、
い
ず
れ
も
大
勢
の
尊
い
命
が

一
瞬
に
失
わ
れ
ま
し
た
。
海
外
で
は
、

メ
キ
シ

コ
の
大
地
震
、
コ

ロ
ン
ビ
ア

の
火
山
噴
火
に
よ
る
大
災
害
が
起
き

て
お
り
ま
す
。
十
一
月
に
は
、
米
・

ソ
首
脳
会
談
が
聞
か
れ
世
界
の
注
目

貞達

小
牧
橋
の
開
通
を
始
め
、
文
化
セ

ン

タ
ー
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
家
庭

排
水
浄
化
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
市
民
の

生
活
に
直
結
し
た
数
多
く
の
事
業
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

き
て
、
今
年
を
展
望
し
ま
す
と
、

最
気
の
低
迷
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
固
め
内
需
拡
大
政
策
な
ど

に
期
待
を
か
け
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
市
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
上

田
市
第

一
次
長
期
基
本
構
想
の
成
果

の
上
に
、
昨
年
第
二
次
長
期
基
本
構

想
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
今
年
は
そ
の
初
年
度
に
あ
た
り

ま
す
。

望
の
小
牧
橋
の
開
通
、
ま
た
文
化
セ

ン
タ
ー
、
家
庭
排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
、

上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
市
民
の

森
ス
ケ
ー
ト
場
な
ど
が
次
々
に
完
成

す
る
と
と
も
に
、
六
月
議
会
で
は
、

二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
第
二
次
長

期
基
本
構
想
を
議
決
し
、
「
活
力
に
満

ち
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
た
ま
こ
と
に
意
義
あ
る
年
で
あ

り
ま
し
た。

今
年
を
展
望
す
る
と
き
、
高
度
経

済
成
長
か
ら
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の

た人
l。の

ス
ケ

タ

で

ぎ
わ

ま
し

リ
ー
よ
、
山
h
h
a
f
u
el

A

i
メ

l
l
H
J
仏
止
ま
れ
た
，
H
W
m川
崎

を
利
用
し
た
も
の
で
、
上
小
地
方
で

将
来
展
望

へ
の
課
題
と
し
ま
し
て

は
、
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の
推

進
、
高
速
交
通
時
代
へ
の
対
応
、
高

度
情
報
化
時
代
へ
の
対
応
、
快
適
で

住
み
よ
い
ま
ち
浮つ

く
り
、
人
生
八
十

年
時
代
へ
の
対
応
、

H

文
化
。
が
回
世
づ

い
た
地
域
づ
く
り
な
ど
を
柱
と
し
て
、

決
意
を
新
た
に
し
て
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
、
本
年
も
市
政
に
対
し
て

倍
旧
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
に
あ

っ

て
、
初
年
度
を
迎
え
た
第
二
次
長
期

基
本
構
想
の
実
施
計
画
の
策
定
、
市

民
の
皆
様
か
ら
の
御
要
望
な
ど
諸
施

策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
年
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
議
決
機
関
で
あ
る
市
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
政
に
お
け

る
諸
問
題
に
慎
重
に
対
処
し
て
、
御

期
待
に
添
う
よ
う
専
心
努
力
す
る
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
め

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
航
中
場
(
無

料
)
は、

ム
刊
行
収
容
で
き
ま
す
。

入
場
料
な
ど
品
川
制
に

つ
い
て
は
、

広
報
う
え
だ
」
|
」

4

川
一
け
号
を

も
う

一
度
御
覧
く
だ
さ
い
サ
な
お
、
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・
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目
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上

岡

市

東

部

町
、
真
岡
町
の
三

市
町
が
、
共
同
で
建
設
を
進
め
て
き

た
待
望
の
「
市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
」

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
十
二
月
十
五

日
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た

式
典
終
了
後
、
無
料
開
放
と
な
り
ま

し
た
が
、
オ
ー
プ

ン
初
日
と
い
う
こ

と
も
あ

っ
て
家
族
連
れ
な
ど
約
二
千

市民の森スケート場ガ

オープンしました

だえ一(3)一一一一 IIli.f1l61年 1月1口 広報う

今
年
を
展
望
す
る
と
き
、
高
度
経

済
成
長
か
ら
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の

市関{
!t i皇I

政企 i
1:業 l
つを 1
い中
てJし、

Lと!
大KL
き:工 l

i権一
軍ノ t，. " 

響f..~， 
が、，CI

オープン初日、約2、000人の人出でにぎわった「市民の森スケート場」

人
の
ス
ケ

1
7
ー
で
に
ぎ
わ

い
ま
し

た

同
ス
ケ
ー
ト
場
は
、
標
高
九
百
二

十
メ
ー
ト

ル
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

を
利
用
し
た
も

の
で
、
上
小
地
方
で

初
め
て

の
本
格
的
な
施
設
で
す
。
総

事
業
費
は
四
億
五
千
万
円
で
、
縦
三

十
メ
ー
ト
ル
横
六
十
メ

ー
ト
ル
の
大

衆
リ
ン
ク
(
初
心
者
用
リ

ン
ク
)
と
、

そ
の
外
側
に
一
周
二
百
四
十
メ
ー
ト

ル
の
ス
ピ

l
ド
リ

ン
ク
が
あ
り
、
初

心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
め
る
も

S
D
カ
l
ド
は

期
待
に
添
う
よ
う
専
心
努
力
す
る
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の

よ
り
い
っ
そ
、
7
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

η
ご
み
均
い

矢
内
、
っ
ー
と

い
れ
1

、ー
;
z+1

の
と
な
っ
て
い
ま
す
街
車
場
，
祭

料
)
は
、
五
百
台
収
符
で
き
ま
す

J

入
場
料
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
広
報
う
え
だ
」

十
二
月

一
日
号
を

も
う
一
度
御
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

交
通
機
関
に

つ
い
て
は
、
上
回
交
通

の
パ
ス
が
日
曜
・
祝
日
お
よ
び
小
中

学
校
の
冬
休
み
期
間
中
の
み
、
上
田

駅
|
ス
ケ
ー
ト
場
問
、

二
往
復
運
行

さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
時
刻
表
は
、
「
社

会
教
育
ぅ
、
え
だ
」
十
二
月
号
に
掲
依

し
て
あ
り
ま
す
。
御
覧
く
だ
さ
い
。

安
全
運
転
の
あ
か
し

(自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
長
野
県
事
務
所
宮

0
2
6
2
⑫
5
|
|
|
)

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
「

S
D
カ

ー
ド
」
を
御
存
じ
で
す
か
。

S
D
と

は
、
セ

l
フ

・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
頭
文

字
を
と
っ
た
も
の
で
、
安
全
運
転
者

と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
カ
ー
ド
は
、
向
動
卓
安
全
運

転
セ

ン
タ
ー
が
皆
さ
ん
か
ら
の

「
無

事
故
・
無
違
反
証
明
書
」
ま
た
は
、

「
運
転
記
銭
証
明
書
」
の
交
付
の
申

し
込
み
に
応
じ
て
、
過
去

一
年
間
以

上
、
無
事
故

・
無
違
反
の
方
に
お
渡

し
す
る
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、

S
D
カ
ー
ド
を
持

っ
て

い
る
方
は
、
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い

え
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に

S
D
カ
ー
ド
を
手
に
し
て
も

ら
い
、
安
全
運
転
者
と
し
て
の
誇
り

と
白
党
を
も
っ
て
悦
範
的
な
運
転
を

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

S
D
カ
ー
ド
を
御
希
望
の
万
は
、

自
動
県
安
全
逆
転
セ

ン
タ
ー
に
お
巾

し
込
み
く
だ
さ
い

。
証
川
仕
一
け
の
申
込

手
数
料
は
、

一
通
六
百
円
で
す
。
巾

込
用
紙
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
、
作

察
署
、
派
出
所
、
恥

L

化
所
、
農
協
本

所

・
支
所
に
あ
り
ま
す
。
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〔~月定例市議会{

工・土木など重点に補正

12月定例市議会が、 12月 3日から 19日まで 17日

間の会期で聞かれました 。今回の市議会では 、「議

会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償 等に

関する条例の一部改正案Jf点訳奉仕活動等石井基

金条例の一部改正案Jf昭和60年度上田市一般会計

補正予算案Jf固定資産評価審査委員会委員の選任

について」など33議案が審議され、すべて可決 ・

承認されました。

えつ広報ー一一一- ~

額

総

予

5，616万8千 円

算

3{意4，083万円

客真

補正予算の主な内容(一般会計)
*総務費

o上小衛生施 設組合 わ、よび

上 田市 ・真 田町 じんかい焼却場組合地方交付税配分金

8，834万8千円

。上小地域広域行政事務組合負担金(上回創造館備品購入分)

9，770万円

100万円

1，466万円

1，257万6千円

1，460万6千円

200万円

238万円

540万円

534万円

1，700万円

3，500万円

1，200万8千円

813万6千 円

1.889万円

8.800万円

100万円

690万円

4，375万円

*民生費

0点訳奉仕活動等石井 基金積立金

0生活環境整備工事費(東前山ほか 4地区)

0乳幼児措置費

*農林水産業費

o松くい虫防除委託料

0*田利用再編機械施設等導入事業補 助 金

0園芸振興事業補助 金

0市単土地改良事業工事費

o団体営小規模排水対策特別事業工事費

*商工費

0中小企業融資預託金

0観光会館施設整備工事費

*土木費

0道路補修工事費

o河川用悪水路改修等工事費

0大手町下郷線用地 買収 費

。北天神町緑が丘線用地 買収 費

o市営住宅建替工事費(千曲町団地 )

*教育費

0防球フェ ンス新設工事費

(豊殿小学校、第四中学校)

条
例
の
改
正

マ
識
会
の
謙
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

*災害復旧費

0公共土木施設災害工事費(台風 6号 災害 )

こ
れ
に
準
じ
て
条
例
の
関
係
部
分
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

マ
職
員
退
隠
料
、
退
職
給
与
金
、
死

t
給
与
金
及
び
遺
族
扶
助
料
条
例

等
の
一
部
改
正

恩
給
法
な
ど
の
一
部
を
改
正
す
る

マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例

の
一
部
改
正

市
内
大
手
二
丁
目
の
石
井
光
一
様

か
ら
多
額
の
御
寄
付
を
い
た
だ
き
、

今
回
で
基
金
の
総
額
は
三
千
四
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
寄
付
者

の
御
意
向
に
添
っ

て
有
効
に
活
用
さ

「
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
の

旬
、
岨
4
1
ヨ
a
帽

a
・

圃

圃

1
J

「
同
和
問
題
」
は
、
人
の
立
場
に

立
っ
て
物
ご
と
を
考
え
る
こ
と
で
す
。
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十
二
月
定
例
市
議
会
で
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
遠
藤
芳

男
さ
ん
が
、
市
議
会
の
同
意
を
得
て

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に

遠
藤
芳
男
さ
ん

遠
藤
芳
男
さ
ん

(え
ん
ど
う
よ
し
お
、

五
十
六
歳
、
大
字
保
野
八
五
四
番

地

一
)

略
歴
・
:
上
田
繊
維
専
門
学
校
卒
、

上
田
市
議
会
議
員、

上
田
市
特
別

土
地
保
有
税
審
議
会
委
員
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

マ
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

恩等
給 の

も法ー

な部
ど改
め正

、音E
を

v 改
正

ーす
る

て
条
例
の
関
係
部
分
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
行
、
7
も
の
で
す
。

「
却
即
常
滑
晶
君
刷

m-ebuvI
、占94ι

凶

w
m
w

基
本
法
」
制
定
に
市
民
の
カ
を

「
同
和
問
題
」
は
、
人
の
立
場
に

立
っ
て
物
ご
と
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
、
同
和
問
題
は
同
和
地
区

の
人
た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

私
た
ち
す
べ
て
の
生
活
に
か
か
わ
る

基
本
的
な
問
題
な
の
で
す
。
部
落
差

別
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
、
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
差
別
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

部
落
差
別
を
一
日
も
早
く
な
く
す
こ

と
が
、
明
る
い
社
会
を
築
く
大
事
な

要
件
で
す
。

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が
施

行
さ
れ
て
十
六
年
、
市
は
法
の
目
的

達
成
の
た
め
同
和
対
策
の
諸
事
業
を

積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
環
境
改
善
を
始
め
と
し
て
一

定
の
成
果
は
見
た
も
の
の
、
い
ま
だ

部
落
の
完
全
解
消
に
は
道
の
り
が
あ

る
と
い
う
実
態
で
す
。
地
域
改
善
特

別
措
置
法
の
期
限
も
余
す
と
こ
ろ
一

年
余
と
な
り
、
法
期
限
内
に
同
和
問

題
の
完
全
解
消
を
図
る
こ
と
は
困
難

な
状
況
で
す
。

こ
の
た
め
、
総
合
的
、
抜
本
的
な

「
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
の
基
本

法
」
制
定
が
、
ど
う
し
て
も
必
要
で

す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
六
月
市
議

会
で
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
に

つ
い
て
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
と
と
も
に
、
市
民
組
織
と

し
て
「
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
の

基
本
法
」
制
定
上
田
市
実
行
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
ま
た
市
役
所
内
に

「部

落
差
別
を
な
く
す
た
め
の
基
本
法
」

制
定
上
田
市
推
進
本
部
を
設
置
し、

「部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
の
基
本

法
」
制
定
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

翠
差き

翌
九~
〈

よ兎
目 安

ifi暴

揺奈
疋建
都議

魯
唱
凋
』
'
"
・
h

，，
... aLmEa'
'-s-

』‘，
，
，.
V砂』
F

，B'
e
‘‘.，

市
役
所
正
面
玄
関
に
設
置
さ
れ
た
推
進
本
部
の
看
板

d

r
l
ι

句

寸

」

4

4

J
6

0

謙二
e
n
l
・-ニニ

n
t
コ
t
-
/

円
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
寄
付
者

の
御
意
向
に
添
っ
て
有
効
に
活
用
き

せ
一
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。家

庭
じ
あ
る
中
毒
を

起
こ
し
ゃ
す
い
物
質
⑤

一
般
用
殺
虫
剤

一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
殺
虫
剤

の
な
か
で
、
ス
プ
レ
ー
式
の
物
は
使

い
や
す
い
た
め
、
多
く
の
家
庭
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
の
容
器
を
小
児
が
な
め

て
し
ま
っ
た
り
、
誤

っ
て
人
に
か
け

て
し
ま
っ
た
と
い
う
例
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
少
量
の
場
合
は
毒
性
が
あ
ま

り
強
く
な
い
の
で
、
中
毒
症
状
を
起

こ
す
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん。

皮

膚
に
つ
い
た
液
は
、
石
け
ん
と
水
で

よ
く
洗
い
流
せ
ば
大
丈
夫
で
す
。
し

bnう

か
し
、

量
が
多
く
頭
痛
、
唱
吐
、
皮

膚
の
か
ぶ
れ
な
ど

の
症
状
が
起
き
た

と
き
に
は
、

医
師
に
御
相
談
く
だ
さ

そ
の
ほ
か

の
殺
虫
剤
の
中
に
は、

毒
性
が
強
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

誤
飲
誤
食
し
た
と
き
に
は
、
直
ち
に

医
師
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

次
回
は

「
マ
ッ
チ
」
で
す
。

(資
料
提
供

1
上
田
薬
剤
師
会
包
⑫

6
6
5
5
)
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お知らせ
市
職
員
を

え

募
集
し
ま
す

つ広報

H
業
務
員
・
技
術
員
・

給
食
員
・
寮
母
H

総
務
標
職
員
係

宮
⑫
4
1
0
0内
線
2
2
2

有
線
②
0
6
5
1

〈

職

種
V

O
業
務
員
・
技
術
員

。
給
食
員

O
寮
母

〈

資

格
v

ー一一者¥950号ー

三
種
混
合

予

防

接

種

生
ま
れ
た
人

O
昭
和
六
十
年
四
月

一
日
現
在
上
田

市
民
で
あ
る
人
、
ま
た
は
勉
学
な

ど
の
た
め
一
時
他
市
町
村
に
居
住

し
て
い
る
が
家
族
は
上
田
市
民
で

あ
る
人

〈
選
考
固
な
ど
〉

O
一
月
二
十
三
日
附
H
H
体
力
検
査

O
一
月
二
十
四
日
幽
リ
面
接
、
作
文

〈
人
員
〉

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

〈
必
要
書
類
〉

O
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ
り

ま
す
)

O
履
歴
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ
る

も
の
を
使
用
)

O
健
康
診
断
書
(
公
立
医
療
機
関
で

fみ だ

Lでし
な、

と期
二を
期二
は回
受以
け上
ら 接
れ極

ま i斉

母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票

(赤
ち

ゃ

〈
申
込
先
・
期
間
〉

一
月
四
日

ωか
ら

一
月
二
十
日
川

ま
で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
職
員

係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

着
付
教
室
・

毛
糸
機
械
編
技
術
講
習
会

受
講
生
を
募
集

働
く
婦
人
の
家

宮
(⑫

2
9
8
8

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
次
の

と
お

り
着
付
教
室
と
、
県
婦
人
就
業
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
共
催
の
毛
糸
機
械

編
技
術
講
習
会
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。
着
付
は
、
和
服
の
常
識
や
帯

結
び
の

二
重
太
鼓
ま
で
学
び
ま
す
。

毛
糸
機
械
編
は
、
針
き
し
、
ベ
ス
ト
、

セ
ー
タ
ー
な
ど
を
作
り
ま
す
。

御
希
望
の
皆
さ
ん
は
、
電
話
な
ど

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

水
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

対
象
者
:
・
市
内
に
お
住
ま
い
か
市
内

に
勤
務
し
て
い
る
婦
人
で
、
初
心

者
に
限
り
ま
す
。

受
講
料
・
:
無
料

(
た
だ
し
、
毛
糸
機

械
編
の
材
料
費
は
実
費
)

t予 〈
- fJ衛予

日 備
戸は 日
} 次 〉

グ〉

J:両
4 日
Tで

ぶ上
!回

£ 市
日保

可

~lJ 
J=J 

入
ヒ日

(火i

東

部

j
v
J
 

l

昨

刻
問

受
講
日
・:
一
月
二
十
三
日
附
か
ら
三

月
二
十
日
同
ま
で
の
毎
木
曜
日
(
二

月
六
日
を
除
く
)
で
、
午
後
六
時

か
ら
同
八
時
ま
で

〈
毛
糸
機
械
編
技
術
講
習
会
〉

(二

十
一
回
)

定
員
:
・
十
五
名

(
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

受
講
日
・:
一
月
二
十
三
日
附
か
ら
二

月
二
十
八
日
憎
ま
で
の
休
館
日
と

土

・
日
曜
日
を
除
く
日
で
、
午
前

九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

団
員
を
募
集

青
少
年
課
青
少
年
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
1

ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル

ス
カ

ウ
ト
で
は
、
次
の
と
お
り
昭
和
六
十

一
年
度
の
新
入
団
員
を
必
集
し
て
い

ま
す
。
入
団
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん

は
、
青
少
年
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

募
集
団
員

O

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

l
小
学
校
新
三

パ
H
t

② 
分 Jj疾心

に ま 患臓
よ 1 こが l血
リ土、管
ア 月急、糸
レ J.i7J性
ル !tJj j胡腎
ギ に も臓
I ' あ しま
を i る くた
起 h 人は l:l:
? 、 増肝

子炉 悪臓

学
生
、
高
校
生
各
若
一
卜ゃれ

申
込
期
限
・
:
一
月
三
十

一
日
附

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

上
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

宮
(⑮

2
6
2
9

今
回
の
宝
池
住
吉
寮
で
は
、
定
期

的
に
来
て
寮
生
の
茶
飲
み
友
達
に
な

っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き

:
・
一
月
二
十
一
日

ω午
前
九

時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時

と
こ
ろ
:
・
宝
池
住
吉
寮

集

A
P
--
福
祉
会
館
へ
午
前
九
時
ま

で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

申
込
先
:
一
月
十
七
日
附
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
・・・
畳
食
は
存
肉
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

精
神
衛
生
講
演
会

保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線

2
9
0



保
健
予
防
謀
保
憧
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

三
純
出
合

(百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ

リ
ア
、
般
傷
風
)
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
最
寄
り
の

会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

一

期
・
:
①
五
十
八
年
七
月

一
日
か

ら
同
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
供
さ
ん
②
五
十
八
年

六
月
三
卜
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子

供
さ
ん
で
未
接
種
の
人

(た
だ
し
、

山
歳
未
満
)

二

期
:
・
①
五
十
七
年
一
月
一

日
か

ら
同
六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
チ
供
き
ん
で
、
一
期
が
済
ん
で

い
る
人
②
五
十
六
年
十
二
月
三

十

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た

f
供
さ

ん
で
、
二
期
が
消
ん
で
い
な
い
人

(
た
だ
し
、
五
歳
六
か
月
未
満
)

〈
接
種
内
容
〉

一

期・・
三
か
ら
八
週
間
の
間
隔
で

三
回
接
純

期
:

一
期
終
了
後
、
ト
こ
か
ら

十
八
か
月
以
内
に

一
回
接
種

(た
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も
の
を
使
用

O
健
康
診
断
書

(
公
立
医
療
機
関
で

O
六
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒

(
合
否
連
絡
用
、
あ
て
名
記
入
)

《
持
ち
物
v

母
子
健
康
手
帳
、
問
診
察
(
赤
ち
ゃ

ん
手
帳
の
中
に
織
り
込
ん
で
あ
り
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
が
な
い
場
合
は
、

会
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
御

使
用
く
だ
さ
い
)
、
印
鑑

〈
受
付
時
間
〉

各
会
場
と
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

同
二
時
三
十
分

受
講
料
・
:
無
料

(
た
だ
し
、
毛
糸
機

械
編
の
材
料
費
は
実
費
)

定 ，
第 f
締員 f
め・ 4
切三 2
1) 十 、

ま名
す(
)定 [，

買

な

次

で
行
い
ま
す
。

マ
四
月
八
日

ω:・
東
部
、
南
部
、
中

央
、
北
部
、
西
部
、
塩
尻
、
神

科
、
神
川
、
豊
殿
地
区

マ
四
月
九
日
附
・
:
城
下
、
川
辺
、
泉

田
、
塩
田
、
川
西
地
区

〈
受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん
〉

①
発
熱
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
著
し

い
栄
養
障
害
が
あ
る
人

募
集
団
員

。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

l
小
学
校
新
三

執
m
v
-
h
今
件
ゴ

4
4」
こ
斗
』
心
イ

若
干
名

O
ガ

ル

ス

カ

ウ

ト

l
小
学
生
、
出
l

③
接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成

分
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す

こ
と
が
明
ら
か
な
人
、
ま
た
は
異

常
な
副
反
応
を
起
こ
す
こ
と
が
明

ら
か
な
人

④
接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん

の
症
状
が
あ
っ

た
人

⑤
医
師
が
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
不
適
当
と
認
め
た
人

7ZヱKエ 場 名
実施日

対 象 J也 区
l白|め 2副め 3回め

中央地区(償町・海野町・原町・袋町・馬場

1 2 3 町・田町・丸堀町・木町・北大手)
上田市保健センター 月 月 月 西部地区 (下紺屋町・鎌原・西脇・新町・諏
(市役所南庁舎2階) 14 12 12 

日 日 日 訪部・生塚・常磐町・緑が丘・新

(火)休)ヤド) 屋・緑が丘北・緑が丘西・城北)

上野が丘公民館 神科地区・豊殿地区

北部地区(上川原柳町・下川原柳町・愛宕

町-上鍛冶町・鍛冶町・上房山・

上田市保健センター 1 2 1 3 下房山・柳町・新田・上紺屋町)

(一市役所南庁舎2暗) 月 月 月 南部地区(南天神町・泉平・北天神町・松
16 13 13 
日 日 日 尾町・鷹匠町・本町・末広町・大
(本)(本)(村 手町)

塩田母子健康センター 塩田地区

神川地区公民館 神川地区

東部地区(踏入・泉町・上常国・中常国・下
上田市保健センター 常国・北常田・材木町・常入)
(市役所南庁舎2階)

1 2 3 塩尻地区(秋和・上塩尻・下塩尻)
月 月 月
17 14 14 城下地区(小牧・諏訪形・須川1.中村・朝日
日 日 日

ケ丘・三好町・御所・中之条・千
三好 町 会館 佳j後j倹j

曲町)

泉団地区の半過

川西社会福祉センター 1 2 
月3 

川西地区

月 月 川辺地区(上田原・川辺町・倉升・神畑・下

川辺町 会館
21 18 18 

之条・築地・東築地)日 日 日
(火) (刈 (火) 泉田地区の福田・吉田

60年度(後期)三種混合予防接種目程表

メ
ー
タ
ー
の

凍
結
を
防
止
し
よ
う

※時聞は、各会場とも午後 1時30分から 2時30分までです。

と

き

・
:
一
月
十
七
日
制
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
同
四
時

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
福
祉
会
館
二
階
会

議
室

内

容ω講
演
会

1
「
患
者
本
人
が
自
立
し
て

い
く
に
は
親
は
ど
う
か
か
わ

っ

て
い
け
ば
よ
い
か
」

ω相
談

講
師
・
:
厚
生
連
佐
久
総
合
病
院
精

神
科
医
師
・
西
村
信
一
さ
ん

御
寄
付
お
礼

次
の
・
方
々
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

マ
有
限
会
社
い
す
ぜ
製
作
所
樟

テ

ン
ト
一
一
世
浦
里
小
学
校
へ

マ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
上
田
原
庖
樟

一
万
三
百
三
十
八
円
社
会
悩
祉
法

金
の
柏
立
金
と
し
て

マ
上
田
瓦
斯
株
式
会
社
樟

五
個
保
育
園
へ

掛
時
計
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一
月
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次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

小
池
静
江
さ
ん

庄
村
よ
し
子
さ
ん

森

ス

イ

さ

ん

(常

入

二

中
山
和
市
さ
ん

井
田
う
し
の
さ
ん

南
波
美
代
志
さ
ん

中
之
条

院

内

染

屋

下
之
条

下
本
郷

下
之
郷

門口
ハ
hu--

H
月

噌

i
云
十

951ち.
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家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
子
供
の

里
親
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

(
福
祉
課
家
庭
児
童
相
談
係
企
@
4
1
0
0
内
線
3
8
3
・
3
7
2
)

親
の
病
気
や
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由

に
よ

っ
て
、
保
護
者
が
子
供
を
育
て

ら
れ
な
い
家
庭
が
増
、
え
て
い
ま
す
。

〈
里
親
と
は
〉

家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
供
を

七
七

五
七

(
緑
が
丘
二
)
繰
が
丘
北

前

島

貫

摘

さ

ん

川

辺

町

佐
藤
一
郎
き
ん

(
大
手
こ

末
広
町

小
山
け
さ
の
ぶ
さ
ん

(中
央
西

ご

北
大
手

竹
内
か
よ
子

さ

ん

東

前

山

丸

山

、

オ

さ

ん

中

之

条

中
津
ふ

ぢ

子

さ

ん

手

塚

蓑
輪

カ

ネ

さ

ん

御

所

東

川

勝

喜

さ

ん

五

加

中
島
一
秋
さ
ん

(
常
磐
城
こ

瀧
津
か
く
さ
ん

三
浦
邦
代
さ
ん

機
井
清
人
さ
ん

倉
島
ス
イ
さ
ん

六
五

五
九

七
二

六
五

西

脇

倉

升
下

組

小
井
田

自
分
の
家
庭
に
引
き
取
り
、
温
か
い

愛
情
を
注
い
で
養
育
し
て
い
た
だ
く

皆
さ
ん
が
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
里

親
で
す
。
養
育
の
期
間
は
、
短
期
と

長
期
の
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。

五
二

八
七

三 八 八 七
六六 O ー

松
崎
孝
江
き
ん

斉
藤
勝
子
さ
ん

西
沢
真
こ
さ
ん

上
原
よ
し
さ
ん

丸

山

光

さ

ん

丸
山
健
三
さ
ん

(中
央
五
)

保
坂
た
け
さ
ん

(天
神

こ

富
津
健
一
さ
ん

古
平
徳
治
さ
ん

(

大

手

二

)

大

手

町

菊
池
喜
三
郎
さ
ん
み
す
ず
台
南

矢
島
三
津
雄
さ
ん

(中
央
四
)

坂
口
ケ
イ
さ
ん

中
村
源
一
さ
ん

下

組

十

人

手

塚

五

加

下
室
賀

七七八七五五八
九八 三 九 二二

下
房
山

北
天
神
町

川
辺
町

〈
里
親
に
な
る
に
は
〉

O
里
親
を
御
希
望
の
皆
さ
ん
は
、
福

祉
事
務
所
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

O
申
し
込
み
に
は
、
里
親
申
込
書
の

ほ
か
、
住
民
票
、
健
康
診
断
書
な

ど
が
必
要
で
す
。

O
申
し
込
み
を
受
け
ま
す
と
、
福
祉

事
務
所
や
児
童
相
談
所
で
必
要
な

手
続
き
を
し
、
知
事
が
里
親
と
し

て
認
定
し
た
と
き
に
里
親
と
し
て

登
録
さ
れ
ま
す
。
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七四 00七
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ふ
き
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北
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(
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金
井
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の
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井
み
す
川
さ
ん

(中
央
二
)

関

れ
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さ

ん
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央
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)

原

片
山
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右
衛
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さ
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(
緑
が
丘
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緑
が
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白
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保
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さ
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手
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好
町

諏
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八
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六
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横
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お
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-
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A

松
井
貞
悪
さ
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(
常
磐
城
二
)
新

町

徳

重

隆

さ
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長

島
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内
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さ
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(

常

磐

城

五

)

城

北

川
上
次

作

さ
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金

井

下

島
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さ
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(
緑
が
丘
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緑
が
丘

太
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千
秋
き
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)

南
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さ
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加
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井
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加

滝
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